
 

 

（担当：網走市立東小学校 大西 篤） 

 

 （１）教科等  総合的な学習の時間 （全 6 時間） 

※全体計画に定めた探究課題（地域課題）に位置付けて実施する小単元とする。 

 （２）学 年  ５ 年 

 

 

  シーニックバイウェイ北海道についての学びを通して、自分と地域とのつながりへの関心を

高め、郷土への愛着心をはぐくむことを目指す。地域には美しい景観があることに気付き、景

観を地域の魅力として発信することで、地域の活性化に貢献するという一連の探究活動のゴー

ルとして「シーニックバイウェイ・マイタウン」の提案を位置付ける。 

  ※「道」の役割への理解、「道」から見える景観への関心は低いと思われる。自家用車に乗る機会は多

くても、車中でテレビを視聴したり、ゲームをしたりすることが多いだろう。この学習を機に、身

近にある景観に目を向けさせ、地域の魅力への気付きにつなげていきたい。 

 

 

（１）シーニックバイウェイ北海道とは 

シ一二ツクバイウェイ北海道は、「みち」をきっかけに地域住民と行政が連携し、景観を

はじめとした地域資源の保全・改善の取組を進めることにより、美しい景観づくり、魅力

ある観光空間づくり、活力ある地域づくりを図るもの。北海道固有の景観、自然、歴史、

文化、レクリェ一ション資源等の地域資源を最大限に活用し、競争力ある美しく個性的な

北海道を実現することを目指している。 

（２）シーニックバイウェイ北海道に期待される効果 

 

 

 

 

 

（３）東オホーツクシーニックバイウェイ 

オホーツク管内では、「東オホーツクシーニックバイウェイ」（網走市、美幌町、大空町、

小清水町、清里町、斜里町）が展開されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競争力のある美しく個性的な北海道の実現を目指すことによって、 

1.地域への愛着・誇りの醸成 2.旅の快適性の向上、ストレスの少ないツーリング環境の形成 

3.地域ブランドの形成 4.交流人口の拡大 5.地域産業の振興 6.地域における雇用の拡大 

オホーツクみち学習 シーニックバイウェイ・マイタウンをつくろう 

１ 教科・対象学年

２ ねらい 

３ 題材について 

東オホーツクシーニックバイウェイ活動方針 

（出典：シーニックバイウェイ支援センターHP） 

○オホーツク海や知床連山などを美しく見せるため

の沿道の保全・啓蒙 

○鮮明な四季の色彩を見せるための沿道の連携や

ビューポイントの創出 

○風を感じさせるマグネットポイントの創出や滞在

メニューの創出・連携 

○農・水・林・地域文化資源の発掘や地域連携によ

る地域情報の発信 



 

 

（１）評価規準 

 

（２）展開例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価 

規準 

   

「シーニックバイウェイ」とは？ 

シーニックバイウェイ・マイタウン 

をつくろう（提案書の作成） 

市外の人たちは地域のどこに魅力を 

感じているのだろう？ 

「シーニックバイウェイ北海道」 

ＰＲ動画の視聴 

市観光振興計画等を提示し、「観光客数」の推移

（増減）を分析させる。また、観光客にとって１

番の魅力が「自然」であることに気付かせ、自分

たちにできることは何か考えさせる。 

作成した提案書を交流する 

Youtube に掲載されている PR 動画を 

各自の端末で視聴させる。 

道路から眺める地域の景観 

について意見交流をする 

地域の魅力とは？ 
歴史・文化、自然・景観、イベント、特産

品など、経験や既習事項から引き出す。 

地域資源の保全・改善の取組を進める「シ

ーニックバイウェイ北海道」について紹介

する。 

 
一
時
間
目 

 

二
時
間
目 

 

三 

Ⓨ 

五
時
間
目 

４ 展開例 

地域の優れた景観について意見交流をさ

せる。また、シーニックバイウェイの運営

者に新たなビューポイントを提案するこ

とをゴールとした課題設定をさせる。 

提案書を交流し、整理・分析した内容や、

構成・表現の修正を図らせる。 

各自の端末を用いて情報を収集させると

ともに、提案書を作成させる。 

（個人またはグループ） 

学 習 活 動 指導上の配慮事項等 

シーニックバイウェイ・マイタウンを

提案しよう 

 
六
時
間
目 

シーニックバイウェイの運営者（GT）に

提案書を渡す場面を設定する。 

各学校の「総合的な学習の時間」のねらいに基づいて設定 



 

 

１時間目（1/6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２時間目（２/６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪探究活動を構成する際の留意点≫ 

※現地に出向いての活動が困難であるため、「情報の収集」「整理・分析」の場面では、各自

の学習用端末を活用する（Google Earth、ストリートビュー等）。 

※「課題の設定」「まとめ・表現」の場面では、開発局等の GT を活用する。 

 

参考） 

・シーニックバイウェイ北海道ホームページ 

   http://www.scenicbyway.jp/routes/higashi-okhotsk 

・網走市観光振興計画 2019（平成 31 年 3 月網走市） 

https://www.city.abashiri.hokkaido.jp/030shisei/010shisaku/abasirisikannkosinnk

okeikaku.html 

 網走への観光客は増えているけれど・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 授業展開イメージ 

観光地（刑務所、博物館、○○） 

おいしい食べ物 人のあたたかさ 

流氷 湖 オホーツク海  

網走のイメージ（観光客へのアンケート） 

１位「自然」約６０％ 

２位「料理がおいしい」約２２％ 

網走の魅力とは何だろうか？ 

網走の魅力をたくさんの人に知ってもら

えると観光客が増える？ 

網走の「自然」のすばらしさを伝えていこう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流氷が来る  湖がたくさんある 

山に囲まれている  海が見える 

1 か所ではない 

魅力を発信して地域に貢献しよう 

～何をどのように伝えればよいだろうか？～ 

網走の「自然」のすばらしさとは？ 

「シーニックバイウェイ・マイタウン」をつくろう！ 

ポスター  パンフレット 

twitter  Youtube 

シーニックバイウェイ 

いつも車窓から見て

いる景色 

市が観光客数を増加させたいのはなぜ？ 

美しい自然が見られる道

はこれだけではない！ 

・ ○○から見える△△ 

・ △△の通りにある○○ 

美しい自然が見える「道」をつなげば 

網走のシーニックバイウェイができる 


